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《巻頭写真》  

立川村十二景「甲州街道多摩川増水渡船」(左)と現在の風景  

（関連７～８ページ） 
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みなさんの家には、何かお宝があり

ますか？立川市歴史民俗資料館にとっ

ての“お宝”＝博物館資料は、普段は

収蔵庫とよばれる温度や湿度を管理し

た保管庫に収蔵され、展示などで市民

の方の前に登場する出番を待っていま

す。しかし、収蔵されている“お宝”

＝博物館資料は元々、みなさんのお宅

で活躍していた、または長らく使われ

なくなって家の片隅や蔵などで眠って

いたモノたちなのです。 

資料館(博物館)は、地域の文化財を

保存し、未来に伝えていくためにつく

られた施設です。また、資料を調査研

究し、その成果を展示やワークショッ

プなどの活動を通して市民のみなさま

に伝え、郷土の歴史への理解や文化財

保護の啓発を促すための教育普及を担

う機関でもあります。地域の資料館と

して、立川市内で使われていたモノや、

立川市ゆかりのモノなどを収集対象に

しています。 

 では、収集されたモノは、どのよう

な過程を経て博物館資料になるのでし

ょうか。今回は、当館で最も収蔵数の

多い民俗資料を例に、整理の過程をみ

ていきたいと思います。 

その 1，事前聞き取り 

寄贈の情報があったら、モノの名前

や使用年代、使用場所等を聞き取りま

す。いつでも、資料になりうるモノた

ちがどこにありそうなのか、またこれ

から伝えていかなくてはならない資料

は何なのかを明確にして、常にアンテ

ナを張っていなくてはなりません。 

第１段階は電話での聞き取りで、当

館の収集対象に該当するモノであった

場合は、お宅へ伺うこととなりますが、

そのモノとまったく同じ資料が当館に

収蔵されていた場合や、立川市の地域

と何ら関係のない場合は当館の収集対

象から外れることとなり、お断りする

場合もあります。 

収蔵資料と似ていても、使用年代や

使用場所等来歴が明確な場合は、モノ

を確認しに寄贈者に伺う事になります。 

その 2，資料の収集 

 お宅に伺う際には、聞き取り調査票

を持参し、寄贈者が知っている範囲で

可能なかぎりの情報を聞き取ります。

聞き取りは、博物館資料として展示等

で活用する際に最も重要な情報源とな

るため、資料に関係する家業やモノ情

報を聞き取り、市の文化財として未来

に伝えていくべきモノであるか、博物

館資料として活用しうるモノであるか

をだと判断して、資料を頂きます。 

その 3，受入れ整理作業 

3-1，洗浄 

受け入れた仕様の最初の整理作業は洗
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浄です。長年眠っていたモノたちの埃

や汚れを落とします。モノが当館に来

て、受入れ作業を行った段階で、ご家

庭で保存されていたモノは“博物館資

料”と呼ばれるようになります。 

[民俗資料の洗浄の様子] 

3-2，燻蒸(くんじょう) 

洗浄がある程度済むと、資料につい

ている木材や紙類を食べる虫たちを殺

す燻蒸作業を行います。これらの虫は

とても小さく、私たちの肉眼では見え

ないこともあります。洗浄では落とせ

なかった害虫を燻蒸作業で殺虫しない

と、せっかく未来永劫保存するために

当館にやって来た資料たちの状態が悪

くなり、調査や活用にも影響を及ぼす

ため燻蒸は必ずしなければならない作

業となります。 

3-3，台帳記入，注記 

燻蒸後、資料を分類わけし、その資

料の個体番号となる「資料番号」をつ

けます。当館の収蔵資料は、考古・歴

史・民俗・自然・美術・教育・文学・

産業・写真・その他に分類されますが、

当館は地域資料館という性質上、歴

史・民俗・写真資料がその大半を占め

ます。博物館の展示でよく見かけるそ

の土地の歴史を解明するために必要不

可欠な古文書は歴史資料に分類されま

す。当館でも相当の数を占めますが、

私たちの普段の生活の中で使われる

衣・食・住に関わるモノは、民俗資料

に位置づけられるものがほとんどです。

よって、当館でもっとも収蔵数が多い

資料は民俗資料となるのです。資料一

点ごとに振られる資料番号は、それぞ

れの分野ごとに順番に付けられます。

この資料番号が、資料を保存し活用す

る上で重要になってくるのです。資料

番号が決まると、ポスターカラーなど

の絵の具と筆を使ってモノに小さく書

き込みをします。資料番号の振り分け

と同時に、台帳にモノの名称や寄贈者

の他、聞き取り情報で得た情報を記入

し、情報や記録もモノごと残すように

します。 

 

[民俗資料の注記の様子] 
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[注記の完成] 

3-4，調査・研究 

聞き取り調査では分からなかった

情報を得るために、モノ自体の調査を

行います。モノを調査することにより、

他の収蔵資料と比較検討をし、地域差

や形態の違いなどを探ることができま

す。資料の調査は地域研究の基盤とな

り、展示や論文など様々な場所で活か

されることになります。 

3-5，写真撮影 

台帳の記入を終えたら、資料をスタ

ジオで撮影します。資料写真は、資料

台帳と合わせることによって、保存管

理や資料活用時にとても重要な情報に

となります。写真を撮影する際には、

資料の特徴をつかみつつ、全体像が分

かるような撮り方を心がけます。また、

焼印や墨書きなどの貴重な資料情報が

残されている場合は、その部分も撮影

します。 

[民俗資料の撮影] 

3-6，収蔵 

すべての作業が終了すると、分類ご

とに指定の場所へ収蔵します。当館に

は、温度や湿度にもっとも気をつかう

古文書などの資料を収蔵する特別収蔵

庫、民俗資料などを収蔵する本館収蔵

庫、土器類や大型の民俗資料などを収

蔵する新館収蔵庫の３つがあります。 

 民俗資料は大型のものも多く、開館

から 30 年以上が経っている当館では

収蔵するスペースに余裕があるわけで

はありません。しかし今、世代交代や

建築の耐震化などの影響、工業製品化

される前の暮らしを営んでいた昭和初

期以前のことを知っている世代の方々

が少なくなっていく中で、むかしのモ

ノ自体やその使用方法が失われてきて

います。立川市に住んでいた人たちが

使用したモノや、立川の産業や文化を

形成し発展に寄与したモノ、そして、

私たちが今使用しているモノを民俗資

料として未来へ記録とともに残してい

くことを使命として、日々資料館では

民俗資料の整理を行っているのです。 
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市指定有形文化財「立川氏文書」の追加指定 

平成 2９年 3 月 2４日、市指定

有形文化財「立川氏文書」（立川市

歴史民俗資料館保管個人所有分）

に関連する資料１点が追加指定さ

れました。 

立川氏は、中世の立川地域とそ

の周辺で活躍していた武士です。

その始まりは、武蔵守として下向

してきた日奉氏の子孫が多摩川や

浅川・秋川流域に広がり、その内

の一派が平安時代末期頃から立川

地域周辺に根づいてからとされて

います。本拠地の地名をとって立

川氏と名乗ったこの一族は、鎌倉

時代に立川周辺と、多摩川対岸の

土地を売買しながら領地を経営し

たことが、すでに市指定有形文化

財に指定されている「立川氏文書」

に見ることができます。 

 今回指定された資料は、平成２

８年３月に市指定有形文化財に指

定された「立川氏文書」の所有者

から、追加の関連資料として新た

に歴史民俗資料館で保管を開始し

た系図資料１点です。 

 立川氏の系図は、子孫所有のも

のが３点あり、そのすべてに立川

氏の出自から江戸時代中期までの

系譜が記されています。これらの

系図上では、鎌倉時代中期の人物

以降、「此間数代断絶、未詳世系、

…」と記されており、中世の大半

の人物名が分かっていません。し

かし、鎌倉時代の人物名の中には、

『吾妻鏡』で暦仁元年(1238) 4

代将軍九条頼経の上洛に従った御

家人の中に、「立川職泰」の名を見

ることができます。職泰はその後、

有力御家人である三浦氏本家が滅

んだ宝治元年(1247)の宝治合戦

で討ち死にしたことが立川系図で

確認できます。系図では、「職泰」

の孫の代で一端名前が途絶えてし

まい、立川氏が系図上で再び名前

を明らかにするのは、戦国時代末

期に小田原北条氏の 4 代氏政の

弟・氏照に仕えた「能登守（某）」

からとなります。小田原北条氏滅

亡後、系図には能登守の子・「宮内」

の名とともに、元和 4 年（1618）

に水戸に仕えたことが明記されて

います。 

 今回指定の系図は、能登守・宮

内から江戸時代中期に断絶する立

川氏嫡流家を中心に記された系図

です。立川氏の近世の動向と系譜

を示し、他の系図２点の元となっ
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たものと考えることのできる資料

で、立川氏の研究に重要な資料で

あることから、今回の指定となり

ました。 

系図には、宮内ののち重高・重

常と続き、重常の子・重虎の生年

月日を記したところで終わってい

ます。重常は元文 5 年（1740）

に没していますが系図上には没年

が書かれていないため、この系図

自体は重虎が生まれた正徳 5 年

（1715）から元文 5 年の間に成

立したものと推測されています。 

今回の追加指定により「立川氏

文書」は、平成２８年３月指定の

個人所有分３点に１点加えた４点

と、平成１３年９月指定の歴史民

俗資料館所蔵分３点を合わせた、

２件７点の資料となりました。こ

れからも立川の地域研究および立

川氏研究のために貴重な資料の適

正な保存と活用を図っていきたい

と考えています。
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展示資料紹介 

「立川村十二景」 

常設展示室の近代・現代の立川コ

ーナーには 12 枚の絵と写真が対に

なって展示されています。12 枚の

絵は、「立川村十二景」と呼ばれ、作

者の馬場吉蔵氏が、明治 30～40 年

代の立川村の風景をスケッチしたも

のに、昭和初期に彩色したものです。

これらは明治時代の立川の景観や風

俗を今に伝える貴重な資料として、

立川市指定有形文化財となっていま

す。 

[市指定有形文化財 立川村十二景] 

 原資料は資料保存のため当館の収

蔵庫で保管しているので、実際に展

示しているものは複製です。 

対になる写真は、同じ地点を撮影

したものです。撮影したのは平成

13 年～14 年であり、もうすでに

10 年以上経過してしまい、現在の

若者たちには見たことのない、むか

しの写真になってしまったため、今

回撮りなおすこととなりました。撮

り終えた場所から展示替えを行い、

平成 29 年度内に完了する予定です。 

立川村十二景の構成は、６枚は明

治 22 年(1889)に開通した甲武鉄

道（現ＪＲ中央線）と立川駅に関わ

りのある絵で、残りの６枚は多摩川

周辺を描いています。 

作者の馬場吉蔵氏は立川駅前の

旅人宿「あづまや」の出身です。「あ

づまや」は、北多摩郡長を務め、甲

武鉄道の誘致を積極的におこなった

砂川源五右衛門の力添えもあり、甲

武鉄道が開通した明治 22 年に開業

しました。 

立川駅前で暮らしを営み、多くの

旅人や運送業者が行き交い、立川駅

前の移り変わりを肌で感じた馬場吉

蔵氏は、変わりゆく街並みを写し取

るため、立川発展の契機と象徴とな

った立川駅前と鉄道の絵を多く選ん

だのでしょう。 

同時に馬場吉蔵氏は多摩川の風

景も多く描いていますが、同氏の母

は多摩川を渡る「日野の渡し」の近

くの旅籠屋「大津屋」の出身でした。

幼い頃に、「大津屋」と「あづまや」

を行き来していたからこそ、多摩川

の貴重な風景を切り取ってくれたの

かもしれません。 

巻頭に掲載した「甲洲街道多摩川

増水渡船」は、現在の立日橋付近で

す。大正 15 年(1926)に日野橋が

架けられるまでは、甲州街道は「日

野の渡し」で多摩川を渡っていまし
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[立川村十二景「山中陸橋」(左)・現在の風景

(右)] 
た。現在の下水処理場付近から、対

岸の日野へと渡っていました。文政

7 年(1824)までは、冬季は水量が

減るので、土橋で多摩川を渡り、３

月から 10 月までは舟で多摩川を渡

りました。同年の冬季からは通年で

渡船にて通行することに変更され、

明治初頭までその体制が維持された

そうです。明治初頭からは、仮橋を

かけて通行しましたが、増水時には

橋が流されてしまうため、船で渡り

ました。棹の操作だけでは流れが強

く舟が流される危険があるため、ワ

イヤーロープを張ってこれに舟をつ

ないで操船したそうです。 

 次に甲武鉄道関係の絵を紹介しま

す。山中陸橋は、旧奥多摩街道が中

央線を越えている地点に架けられて

いた橋で、現在は南側に移設されお

り、柴崎分水が中央線を跨いでいる

ところにありました。 

立川駅を出発した中央線は残堀

川を渡るまで、掘割の中を

走ります。この掘割は、甲

武鉄道が開通した時に造ら

れたもので、旧奥多摩街道

を分断してしまうため、橋

が架けられたのです。十二

景の絵では、木製の橋で基

礎部分にはレンガが使われ

ています。このレンガは日

野レンガと考えられ、日野

で造られたものです。甲武

鉄道の立川～日野間で多く使われて

おり、現在も多摩川橋梁の橋脚など

において現役で使われています。 

橋の欄干部分には木樋が付けら

ており、柴崎分水が通っていました。

柴崎分水は江戸時代に造られ、玉川

上水から引かれており、柴崎村(現立

川市南部)内をくまなく巡っていま

す。昭和初期に奥多摩街道が改修さ

れた際に、陸橋は現在の位置に移り

ましたが、分水は鋼鉄製の樋で、中

央線を跨いでいました。写真は平成

28 年７月に撮影したものです。現

在では、樋の老朽化により、平成 29

年２月の工事で南側へ移動して新た

な鉄管と取り換えられています。 

今回は「立川村十二景」のうち２

地点を紹介しましたが、他 10 地点

も通年で展示しております。興味の

ある方は、ぜひ当館まで足をお運び

ください。 
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 平成 28年度資料館と古民家園では、

企画展や体験学習などさまざまな催し

を行いました。その中の一部を紹介い

たします。 

１．須﨑家内蔵一般公開記念式典 

 

 4月 21日(木)、川越道緑地古民家

園内に復元移築された須﨑家内蔵の一

般公開記念式典を行いました。テープ

カットなどの式典を行うとともに、茶

たてや機織り体験などの催しも行いま

した。当日は 128 人もの来園者があ

り、大いに賑わいました。 

２．企画展 むかしのくらしと

道具たち 

 

市内の小学校 3年生は、3学期には

社会科の授業で、「古い道具と昔のくら

し」を勉強しています。資料館では学

習の助けになるように、同時期に「む

かしのくらしと道具」展を開催しまし

た。この展示は、かつてミニ企画展と

して、通信道具、台所道具、洗濯道具

など一つのテーマに絞って、ラウンジ

において展示していたものを、発展的

に統合させたものです。展示では衣食

住などの生活にかかわる資料およそ

40 点を特別展示室及びラウンジにお

いて展示しました。 

３．体験学習 玉川上水を歩く 

 

 7月 10日(日)、講師に市文化財保

護審議会委員の小坂克信氏を迎え、「玉

川上水を歩く」を開催しました。西武

立川駅から玉川上水駅まで玉川上水に

沿って散策しました。およそ６kmの

行程を、講師の解説を聞きながら、３

時間ほどで歩きました。ゴールの玉川

上水駅前では活発な質疑応答がありま

した。参加者は 25名でした。 
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平成２８年度企画展 

展  示  名 期  間 場  所 

ミニ企画展 端午の節句 4／12（火）～5／8（日） 
資料館・

古民家園 

企画展 新収蔵品展 5／24（火）～6／26（日） 資料館 

ミニ企画展 七夕飾り 7／1（金）～7／7（木） 
資料館・

古民家園 

企画展 立川の遺跡 2016 7／20（水）～9／4（日） 資料館 

写真展 立川駅前の移り変わり 9／10（土）～10／10（月） 資料館 

写真展 立川の文化財 

～今に伝わるたからもの～ 
10／12（水）～12／11（日） 資料館 

企画展 しばざき・すながわの絵図 

～地図でみる立川の歴史～ 
10／22（土）～12／11（日） 資料館 

文化財ウィーク特別展示 銅鉦鼓展 10／29（土）～11／27（日） 資料館 

ミニ写真展 立川の風景と人のいとなみ

～未来に伝えたいたからもの～ 
12／13（火）～1／９（月） 資料館 

企画展 むかしのくらしと道具たち 1／14（土）～2／19（日） 資料館 

ミニ企画展 桃の節句 2／7（火）～3／5（日） 
資料館・

古民家園 

平成２８年度体験学習 

場所 講 座 名 実 施 日 人数 

歴
史
民
俗
資
料
館 

手打ちそば作り 6／26（日） 33 

アカネで赤を染めよう（染物体験） 8／21（日） 24 

手打ちうどん作りと十五夜飾り 9／11（日） 20 

Art in Farm2016 関連事業 むかしのくらし体

験 石臼と麦こがし作り 
10／22（土） 52 

手打ちそば作り 11／20（日） 37 

餅つきと鏡餅作り 12／18（日） 31 

繭玉飾りと七草粥作り 1／15（日） 22 

手打ちうどん作り 2／19（日） 34 

草餅作り 3／26（日） 29 

古民家園 
須崎家内蔵一般公開記念イベント 機織り体験 4／21（木） 12 

さつま芋収穫体験 10／23（日） 48 

市
内 

多摩川の自然観察 5／22（日） 16 

玉川上水を歩く 7／10（日） 25 

市内文化財散歩～立川の古村を歩く 11／6（日） 21 
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平成２８年度 講演会 

名   称 会  場 実施日 人数 

講演会 立川は「たちかわ」か「たてか

わ」か？～日本語の発音とアクセント～ 
女性総合センター 12／11（日） 50 

多摩郷土誌フェア関連講演会 埋蔵文

化財担当者連絡会企画 

女性総合センター 1／21（土） 27 

多摩川中流域の発掘調査～立川・昭島・

国立・日野を掘る～ 

多摩郷土誌フェア関連講演会    
女性総合センター 1／21（土） 39 

砂川の文書研究の可能性 

 

平成２８年度出張事業 

事  業  名 期  間 場  所 

出張展示 立川村十二景 
5／11（水）～ 5／30（月）・

6／8（水）～6／16（木） 

たましん 富士見

町支店 

出張事業  ニ ホ ンゴ 探検

2016 
7／16（土） 国立国語研究所 

出張展示 1964 年を振り返

る立川とオリンピックパラリ

ンピック 

7／26（火）～ 8／21（日） 中央図書館 

出張写真展 立川南口の風景

展～映画館を中心に～ 

９／１（木）～９／22（木）    

２／28（火）～３／17（金） 

柴崎学習館   

幸学習館 

出張展示「立川駅前の移り変

わり」 
12／1（木）～12／28（水） 柴崎学習館 

出前授業 昔の道具体験（市

立第三小学校 3 年生） 
1／28（土） 市立第三小学校 

 

古民家園茶点事業 

回数 実施日 人数 回数 実施日 人数 

1 4／10（日） 25 4 5／24（水） 7 

2 4／21（木） 70 5 9／2（金） 5 

3 5／8（日） 10 6 9／25（日） 20 



 

 - 12 - 

平成 2８年度 その他事業 

事 業 名 期 間 場  所 

須﨑家内蔵一般公開記念式典 ４／21（木） 古民家園 

市民交流大学講座 ４／26（火） 

資料館 

とんからりんはたおり 初級 ５／24（火） 

  ６／28（火） 

  ７／26（火） 

  ８／23（火） 

  ９／27（火） 

はた織りまつり・夏 ８／28（日） 資料館 

共催出張展示 「オリンピックパラリン

ピックと立川 東京 1964 から東京

2020 に向けて」 

10／11（火）～ 10／31（月） 

窓口サービ

スセンター

（タクロス） 

市民交流大学講座「縄文人のくらしと布

づくり」 
10／8（土） 資料館 

共催事業 Art in Farm2016 崖線土

壌生態観察ツアー 
10／22（土） 資料館 
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